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デジタル資料は驚異だ。インターネットにつな
がった端末さえあれば、ありとあらゆるものが調
べられるような錯覚さえ抱かれる。グーグル・サ
ーチだけで期待に応えてくれる結果が得られるこ
とも多い。それらに加え、いろいろなデータベー
スを活用すれば、情報検索の領域は大幅に広が
る。調べものは楽になった。
しかし、ここで立ち止まって考えなければなら
ない。未来はいかにあるのだろうか。性能が大幅
に向上したコンピュータは、ビッグデータを処理
し、そこから特徴量を自動的に析出することもで
きるようになった。スポーツの結果を伝える記事
や決算報告のような定型的な文章もすでに作成で
きる。したがって、適当に検索をして、そこで出
てきたものを切り貼りしてレポートに仕上げるだ
けの作業は、いずれコンピュータが自動的にする
ことになるだろう。そうした能力は人間には求め
られない。
私たちは、コンピュータが自動化しやすいレベ
ルから抜け出さなければならない。そのために、
なにをしなければならないか。創造性や想像性を
培うことだ。その方法は一筋縄ではいかない。も
ちろん、基礎的な知識は覚えることも必要だろ
う。しかし、暗記に拘泥するべきではない。その
ようなことはもっともコンピュータが得意とす
る。むしろ、デジタル資料にしろ、紙媒体の資料
にしろ、時間をかけて個々の文献に向き合って意
味を深く理解しようと努めることが重要ではない
だろうか。そのときに、なにが書かれていないの
か、その資料が書かれた背景はどのようなもので
あったかにも思いを巡らす。それが創造性や想像

性につながる。
また、自分の言葉で表現し続けることが不可欠
である。そして、他者に向けてその言葉を投げか
け、相手の言葉にも向き合ってほしい。というの
も、自分の言葉で表現するには反省的に考えなけ
ればならず、他者の質問や反論によって思考が活
性化するからだ。教育の場では、アクティブ・ラ
ーニング型授業が積極的に導入されている。その
学びのなかで、言語能力を養い自分の頭で考える
訓練を積んでほしい。そこでチームワークもでき
るようになる。リーダーシップが鍛えられる場面
にも出くわすだろう。新しいものを生み出すには
他者との協働が欠かせない。
コンピュータは支えてくれる。その意味で、コ
ンピュータを使いこなさなければならない。しか
し、コンピュータは、創造性などを自動的に与え
てはくれない。自分で考え、言葉を鍛え、仲間と
協働し、コンピュータにできない能力を身につけ
る。それが未来におけるコンピュータと人間との
共生のありかたではないだろうか。

（聖学院大学政治経済学部 准教授）

第61号（2015年秋）
特集：デジタル資料を

活用する聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館報報

コンピュータとの
共生

河島 茂生

著著書書紹紹介介
『デジタルの際
―情報と物質が交わる現在地点』

河島茂生編著
聖学院大学出版会 2014．12

デジタル技術が現代社会
に広く深く浸透している。
そうしたなかで、我々はど
こにいくのか。デジタル情
報と関わりながらビジネス
やアイデンティティ、映
像、対面コミュニケーショ
ンといった領域がいかにあ
るかを考えた一冊。
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デデジジタタルル資資料料をを活活用用すするる！！

�

聖学院大学で利用
できるデジタル資料

聖学院大学では様々なデジタル資料の提供を開始しています。これを利用しないなんてもったいない！
利用できるデジタル資料を知って、レポートや授業発表、就職活動などに活用しましょう。
もちろん、趣味にも活用できるはず！ 今回は、聖学院大学で利用できるデジタル資料をご紹介します。
紹介するデジタル資料は、図書館のホームページ（TOPまたはデータベース INDEX）から利用できます。

ログアウトの印があるも
のは、利用が終わったら
速やかにログアウトボタ
ンを押してください。

ログアウト

本本

利用方法等、不安なときや困ったときは、図書館1階カウンターへお気軽にご相談ください。

丸善 ebook Library ２０１５年９月時点で２２５冊の資料を契約。人文科学系の和
図書、全集を中心に提供しています。契約資料を対象に本文を検索することができ
ます。必要な部分（１冊につき６０頁以下）はダウンロードをして自宅に持ち帰るこ
ともできるほか、学内のパソコンから登録の手続きをすれば、自宅からも利用がで
きます（３か月間有効。更新も可）。１冊に対してのアクセス制限はありますが、
検索には制限がありません。

Japan Knowledge（ジャパンナレッジ） 日本大百科全書や国史大辞典をは
じめとする５０以上の辞典のデータベース（以下、DB）ですが、実は、東洋文庫、
日本古典文学全集、文庫クセジュなどの図書資料も収録されています。
学内からのみ利用ができます。同時アクセス数に制限があります。

国立国会図書館デジタルコレクション 国立国会図書館（以下、NDL）がデジ
タル化した資料の一部はインターネットで一般公開されています。またそれに加え
て、本学では図書館送信資料サービスによる１３１万点の資料が閲覧及び複写できま
す。１階相談カウンターでの利用となります。

そのほかに…
青空文庫 日本国内において著作権が切れた資料のテキストデータからなる電
子図書館です。個人の呼びかけで運用されています。入力は有志によるもの。

Google Books Google が提供する書籍の全文検索サービス。検索結果とし
て一部または著作権切れのものは全文が提供されるものがあります。

OApen Library オープンアクセス（OA）を推進するコンソーシアムOAPEN
によるDBです。人文社会学系の洋書の研究書を中心に提供しています。

ログアウト

ログアウト

OAPEN
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CiNii（サイニィ）Articles 国立情報学研究所が提供するDBです。
雑誌論文や記事、博士論文の一部は本文をPDFで読むことができます。
基本的には無料のDBですが、一部資料の閲覧は有料となります。有料資料の一
部には、本学内からのアクセスに限り、無料閲覧できるものもあります。

e-Journal 洋雑誌（英語）を中心に、本学では雑誌の一部を e-Journal 契約
に切り替えて提供しています。学内からの閲覧のみ可能です。e-Journal による
利用が可能な雑誌リストは図書館のホームページ内【図書館を使いこなす】�【資
料リスト：雑誌】�【洋雑誌 電子ジャーナル】に掲載されています。このリスト
およびOPAC検索結果からのアクセスが可能です。

国立国会図書館デジタルコレクション NDLがデジタル化しインターネット公
開する資料の一部に雑誌のバックナンバーがあります。本学では通常の公開のもの
に加え、図書館送信資料サービスによる閲覧も可能です。

Academic Search Elite EBSCO社が提供する洋雑誌（英語中心）のDBで
す。雑誌記事・論文の検索はもちろん、一部雑誌の本文を閲覧できます。学内から
のみ利用が可能です。DB内に閲覧可能な雑誌のリストがあります。

ログアウト

新聞のDBは次の３社を用意しています。いずれも学内からのみアクセスが可能で、同時アクセス数
にも制限があります。繋がらない場合などは、少し時間をあけて接続してみてください。

聞蔵Ⅱビジュアル 朝日新聞社が提供する新聞記事DBです。１８７９年以降の朝日
新聞の記事を閲覧できます（一部不可あり）。
週刊朝日、AERAの一部の記事も閲覧できます。

ヨミダス文書館 読売新聞社が提供する新聞記事DBです。１９８６年以降の読売新
聞の記事を閲覧できます（一部不可あり）。
１８７４年１１月～１９７０年１２月の期間は１階相談カウンターでのみ利用できます。

日経テレコン 日本経済新聞社が提供する新聞記事DBです。日経各紙の新聞記
事を閲覧できる（一部不可あり）。新聞によって収録期間が異なります。
企業・人事情報など、新聞記事以外の情報も検索できます。

ログアウト

ログアウト

雑雑誌誌・・論論文文

e-Journal

ログアウト

新新聞聞
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学生選書とは、学生自身が読みたい本、気にな
っている本、他の学生に勧めたい本を書店で選
び、それを図書館が購入するというものである。
6回目の今回は、6月8日㈪～12日㈮に紀伊國屋
書店・さいたま新都心店にて実施した。
学生選書は、選書をして終わりではなく、選書
後に読書会で本を紹介し合ったり、POPの作成・
展示を行ったりと、本を通した学生同士の交流や
情報発信を行っている。
参加者からは「自分が選書した本が借りられて
いるのを見て嬉しかった」という声も聞かれ、学
生選書が実際の本の貸出に繋がっていることや参
加した学生の励みになっていることが窺える。
図書館では、今後も学生の意見を取り入れなが
ら選書や図書館サービスの向上を目指し、活動し
ていきたい。
なお、次回の学生選書は、2015年11月13日㈮～

14日㈯に丸善・桶川店で実施予定である。

6月30日㈮、本学で導入している新聞データベ
ース（以下、DB）の1つ「日経テレコン21」の
DB講習会が日経メディアマーケティングより講
師を迎えて開催された。
講習では、日経各紙の特徴を把握したあと、日
本経済新聞の読みこなし方、基本的な記事検索や
面接・エントリーシート対策向けの記事検索、企
業情報の見方などが紹介され、実際に操作をしな
がら活用方法を学ぶという、盛りだくさんの内容
となった。
日経テレコンの講習会は導入より毎年開催して
おり、今年で3回目の開催となる。今年度は初め
て1日に2回の開催とした。図書館主催による学
内者に向けたイベントだが、いずれも図書館情報
学課程やキャリアデザインの授業と連携しての実
施であった。
参加者は計65名。参加者からは、「これまでに
知らなかった機能や使い方を知った」「今後、就
職活動や授業レポートなどに役立てたい」などの
コメントが多く寄せられた。

図書館サポーター「「セセララエエノノ」」活動報告
学生による図書館ボランティア「図書館サポーター」が、2015年度4月より
正式に発足した。この学生ボランティアは、図書館をより楽しく、より便利に、
より身近な存在とするために学生と職員が協働でイベントや展示、広報などの
図書館活動を行うものである。
春学期は活動準備に終始したが、秋学期からは、図書展示や職員インタビュ
ー記事の掲示による広報活動など、春学期に企画された活動が大きく動き出
す。本学図書館に新たな息吹を吹き込むものとして今後の活躍に期待したい。

図書館サポーター「セラエノ」※セラエノ…オーガスト・ダーレス著『永劫の探求』などに登場する図書館に由来。
月例定例会 日時：毎月第3月曜日 昼休み ／ 場所：図書館2階アクティブラーニング室D

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒362‐8585 埼玉県上尾市戸崎1番1号
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //seiglib.seigakuin-univ.ac.jp/

第6回学生選書 開催報告 データベース講習会：日経テレコン

就活スキルアップ講座
開催報告
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